
・４月14日（土）午後２：00～
　おはなしじょうずなボランティアさんが、
　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ
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卒業、進・入学おめでとう！
フレッシュな気持ちで
頑張りましょう。
春休みは児童館に
ぜひ遊びに来てください。

★ドッジボール大会
３月17日（土）午後１：30～　　　　　
外で元気に遊ぼう。
友だちを誘って遊びに来てね。

★春休みお楽しみ会

「児童館」
3月16日～4月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・４月５日（木）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

高校生ボランティアのおはなし会
・４月７日（土）午前10：30～
　高校生のおねえさんが楽しいおはなしを
　よんでくれます。そのあとに、なかよく
　工作をしましょう。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

婦人ボランティアのおはなし会

読　書　会
・４月11日（水）午後１：30～
　芥川賞受賞作「ひとり日和」
　参加したい方は図書館までご連絡ください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

★料理教室
３月21日（水）午前９：30～
おいしいおやつを作りましょう。
参加費　50円　　持ち物　エプロン・三角巾
参加申し込み　３月17日（土）まで

★オセロ大会
３月29日（木）午前９：30～
今回の優勝は誰かな？
たくさんの参加を待っています。

※３月から午後５時閉館になります。

３月27日（火）午前10：00～　　　　　
内容　和泉隆夫さんを迎えてミニコンサートを行
います。
お友だちを誘って参加してね。
参加申し込み　３月23日（金）まで
参加費　無料

★パズルとブロックで遊ぼう
４月４日（水）午前10：00～　　　　　
いろいろなパズルやブロックで楽しく遊ぼう。
たくさん遊びに来てね。

★ゲーム大会
４月６日（金）午前10：00～
いろいろなゲームで楽しくすごそう。
お友だちをさそって遊びに来てね。
参加申し込み　４月４日（水）まで

４月14日（土）午前10：00～
“花よりだんご”？！
焼きそばをつくってお花見をしよう。
参加費　100円
参加申し込み　４月12日（木）まで

★お花見会

今
月
の
表
紙

　

小
川
第
２
保
育
園
で
は
２
月
27

日
、「
竹
馬
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

園
児
31
名
の
う
ち
、
乳
児
か
ら
３

歳
児
ま
で
は
「
ポ
ッ
ク
リ
大
会
」、

４
・
５
歳
児
は
「
竹
馬
大
会
」
を
実
施
。

　

園
児
た
ち
は
竹
馬
か
ら
落
ち
て
も

何
回
で
も
挑
戦
し
、
一
歩
で
も
前
へ

進
め
る
よ
う
練
習
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　

薄
井
園
長
は
「
園
児
た
ち
が
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
気
持
ち

が
養
わ
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　　　馬頭図書館休館のお知らせ

　馬頭図書館は３月12日（月）～19日（月）

まで館内整理期間のため、休館となります。

　馬頭図書館   　0287－92－5015



う
ぶ
ご
え

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

薄
井　

優ゆ
う
せ
い星　

弘　

幸

　
　
　
　
　
　

美
奈
子　

馬　

頭

小
森　

爽そ
う

椰や　

彰　

男

　
　
　
　
　
　

裕　

希　

松　

野

片
倉　

太だ
い
ご吾	

悟

　
　
　
　
　
　

美
沙
子　

松　

野

桑
野　

陽ひ
な
た向　

伸　

幸

　
　
　
　
　
　

法　

子　

大　

内

石
川　

花は

な奈　

勝　

敏

　
　
　
　
　
　

良　

子　

谷　

田

岸　
　

陽ひ
な
た向　

清　

英

　
　
　
　
　
　

典　

子　

片　

平

田
代　

智ち

え愛　

剛　

文

　
　
　
　
　
　

広　

子　

東
戸
田

平
成
19
年
１
月
21
日
～

　

平
成
19
年
２
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

3月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　10,015 人（－ 15）
 　女　10,055 人（－ 10）
 　計　20,070 人（－ 25）
 世帯数  5,969　   （－  4 ）

（　）内は前月との比較

縄
文
の
つ
い
た
弥
生
土
器

　

先
月
の
こ
の
欄
で
は
、
縄
文
土

器
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
は
、

町
内
で
出
土
し
た
弥や
よ
い生
土
器
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
写
真
の
土
器

は
、
松
野
の
滝た
き
た
う
ち

田
内
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
今
か
ら
約
２
、	

０
０
０
年

前
の
弥
生
時
代
の
壺
で
す
。
左
側

の
壺
は
、
出
土
状
況
か
ら
骨
壺
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
左
側

の
壺
は
口
以
外
の
表
面
に
、
右
側

の
壺
は
口
の
と
こ
ろ
に
縄
文
が
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
縄
文
土
器
は
縄
文

が
つ
け
ら
れ
た
厚
手
の
土
器
で
、

弥
生
土
器
は
薄
手
で
焼
き
方
が
堅

く
簡
素
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
に
も
縄
文
土
器
＝
縄
文
つ

き
土
器
に
対
し
て
、
弥
生
土
器
＝

縄
文
が
つ
い
て
い
な
い
土
器
と
の

印
象
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
滝
田
内
遺
跡
の

壺
の
よ
う
に
、
東
日
本
の
弥
生
土

器
に
は
引
き
続
い
て
縄
文
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
東
日
本
と

西
日
本
で
土
器
の
文
様
に
違
い
が

出
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
弥

生
時
代
に
入
っ
て
も
、
東
日
本
に

は
縄
文
の
伝
統
が
強
く
残
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

弥
生
時
代
は
今
か
ら
約
２
、	

３

０
０
年
前
か
ら
６
０
０
年
ほ
ど
続

き
ま
し
た
。
大
陸
か
ら
北
九
州
に

伝
わ
っ
て
い
た
水
田
稲
作
は
、
こ

の
時
代
前
期
に
１
０
０
年
ほ
ど
で

本
州
北
端
の
青
森
県
に
ま
で
伝
わ

り
ま
し
た
。
籾
の
跡
が
付
い
た
土

器
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
栃
木

県
内
で
も
約
２
、	

０
０
０
年
前
の

弥
生
時
代
中
ご
ろ
に
は
稲
作
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
那
須
を
は
じ
め

県
内
で
見
つ
か
る
弥
生
時
代
の
遺

跡
の
数
は
少
な
く
、
水
田
の
跡
も

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

滝
田
内
遺
跡
の
壺
は
稲
作
と
と

も
に
伝
わ
っ
た
新
し
い
形
を
し
て

い
ま
す
が
、
縄
文
が
つ
い
て
い
ま

す
。
壺
に
縄
文
と
弥
生
と
の
両
方

の
文
化
が
混
じ
っ
て
い
る
よ
う

に
、
那
須
に
水
田
稲
作
が
伝
わ
っ

て
も
人
々
は
縄
文
時
代
か
ら
の
生

活
を
簡
単
に
は
変
え
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
れ
は
こ
の
地
の
山
と

川
の
恵
み
が
豊
か
で
、
縄
文
時
代

か
ら
の
生
活
を
十
分
に
支
え
ら
れ

た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
四
季

の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
獣
や
魚

を
捕
獲
し
木
の
実
な
ど
を
採
集
す

る
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
生
活
と
、

秋
の
収
穫
を
目
標
に
計
画
的
に
稲

を
育
て
る
農
耕
生
活
に
は
大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
な
平
地

に
適
し
た
稲
作
よ
り
も
、
縄
文
以

来
の
生
活
に
人
々
は
基
盤
を
置
い

て
い
た
の
で
す
。
那
須
で
は
、
稲

作
が
伝
わ
っ
て
す
ぐ
に
広
ま
っ
た

の
で
は
な
く
、
徐
々
に
定
着
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

稲
作
に
は
、
籾
を
長
期
保
存
で

き
る
と
い
う
大
き
な
利
点
が
あ
り

ま
す
。
籾
の
貯
え
が
貧
富
の
差
と

な
り
、
次
の
古
墳
時
代
に
は
身
分

の
差
が
で
き
て
、
那
須
に
大
型
の

前
方
後
方
墳
を
築
け
る
よ
う
な
豪ご
う

族ぞ
く

（
地
域
の
有
力
者
）
が
現
れ
て

き
た
の
で
す
。

　

一
律
に
弥
生
時
代
と
い
っ
て

も
、
水
田
稲
作
に
基
づ
い
た
文
化

が
普
及
す
る
の
は
地
域
ご
と
に
差

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
那
須
に
弥

生
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
も
縄
文
の

文
化
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
縄
文
か
ら
弥
生
へ
と
新

し
い
要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
引

き
継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
、
弥
生
土
器
に
つ
い
た
縄
文

は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

	

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

永
森
裕
子
）

お
く
や
み

（
氏　

名
）　	

（
年
齢
）　		

（
住
所
）

西
宮　

利
夫　
（
86
）　　

馬　

頭

山
田　

と
く　
（
80
）　　

健　

武

和
地　

忠
三　
（
90
）　　

健　

武

石
川
キ
ミ
イ　
（
88
）　　

健　

武

菊
池　

久
子　
（
79
）　　

矢　

又

森
嶋　
　

博　
（
79
）　　

和　

見

渡
邉　

良
男　
（
80
）　　

和　

見

綱
川　

岩
男　
（
64
）　　

小　

口

髙
堀　

政
美　
（
75
）　　

久
那
瀬

平
野　

泰
助　
（
82
）　　

久
那
瀬

髙
野　
　

通　
（
82
）　　

富　

山

髙
野　

孝
一　
（
88
）　　

富　

山

大
髙　

一
郎　
（
76
）　　

大
那
地

大
森　

ヨ
ツ　
（
87
）　　

小　

砂

荒
井　

タ
マ　
（
83
）　　

小　

砂

笹
沼　

ヨ
シ　
（
95
）　　

小　

砂

小
林　
　

昭　
（
78
）　　

小　

川

田
所　

正
男　
（
87
）　　

小　

川

堀
江　

川
龍　
（
93
）　　

白　

久

細
澤
ヨ
シ
エ　
（
88
）　　

三　

輪

板
山　

義
雄　
（
69
）　　

浄
法
寺

弥生土器（滝田内遺跡）
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